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2．留学生相談部門

　留学生相談部門の主な活動対象は、1）一僑大学に在籍する留学生、2）留学

生の支援や交流を希望する日本人学生、及ぴ3）留学を希望する日本人学生であ

る。1998年度の留学生相談部門の業務は、留学生相談部門教官（横田雅弘）と留

学生センター兼務で学部に所属する留学生専門教育教官（西谷まり・水野治久：

西谷は日本語教育部門と兼務）ならぴに社会学部教官（田中宏）が担当した。

　留学生相談部門が提供する教育サーピスは、1）学生の相談に応じ、問題解決

を図るr相談活動」と、2）学生の適応上の問題を未然に防いだり、異なる文化

への認識を高めていく「予防・開発的活動」の二つに分けられる。相談活動の中

心は、カウンセリングである。カウンセリングには、治療的な面接から情報提供

まで幅広い活動が含まれる。予防・開発的活動には、別）オリエンテーション・プ

ログラムやチューター・マッチングなどの留学生の異文化不適応を予防する活動、

b）見学旅行、授業など、留学生の日本の文化や社会への理解を促す活動、c）コミ

ュニティによる生活支援を促進する活動・d）学生国際交流誌rBridges』の繍集、

日本人学生のための留学フェアの開催，学生や地域社会を対象とした講座の運営

など、日本人学生や教職員に異文化交流の面白さとその意義を訴えていく活動が

ある。

1．相談活動

1）留学生相談室の時期、時間及ぴ担当者

　夏学期（4月1日～7月31日）及び冬学期（10月1日～99年2月5日）の月

曜1ヨ～金曜日の午前10時～午後1時、午後2時～午後5時（水曜日・金曜日の午

後は閉室）に留学生相談室を開室した。なお、夏期休暇中（8月1日～9月30日）

及ぴ春期休暇中（2月6日～3月31日）は相談室を閉室したが、相譲担当者の研

究室で相談を受け付けた。表1は相談室担当者の一覧である。

表1　相談蜜胆当者の一覧

曜1ヨ 10時～13時 14時17時
月 横田雅弘 横田雅弘

火 水野治久 水野治久

水 横田雅弘 （閉室〕

木 水野治久 西谷まり

金 田中宏 （閉室〕

一75一



一竈犬学留学生センター紀要第2号（1ggg）

豪2　1998年贋の月別の来峻状況．1

月 4 5 6 7 8 9 Io 1I 12 1 2 3 合計 削成比（％）

修学 54 ■8 2一 22 7 3 34 I5 14 18 4 6 216件168名 28．一3

チュー一ター ■5 ■1 26 9 o 0 I9 22 0 0 0 0 l02件98名 13．56

経済 28 7 0 o 0 o 37 ① 4 6 4 4 90件81名 11．97

人問関係 14 9 ll 2 2 o 8 ll 8 3 3 0 71件36名 9．“

行事申込み 0 0 ① 16 o 0 l1 12 ■3 6 0 0 58件58名 7，71

生活 3 9 5 4 o 0 i 6 2 8 一 1 40件34名 5．32

呼出面接 o 28 1 0 o 0 1 3 2 O o o 35件35名 4．65

在留資格
…
i ユ 5 2 o o 7 2 2 2 0 0 26傅20名 3．“

言語 6 4 5 0 0 0 2 I 3 1 1 1 24件20名 3．一9

れエンテーション I4 0 o 1 o 0 6 0 O 0 0 0 21件2I名 2，79

健皮 0 o 0 1 4 4 0 0 7 O 0 o 16件　3名 2．13

図学相談 O 0 o 2 o 0 1 o 4 2 0 o 9件　9名 1．20

その他 6 4 6 5 ① 0 I2 5 4 2 0 0 44件35名 5．85

合計 145 91 80 64 H 7 139 η 63 48 13 12 752件618名 I00

表3　752件の来蹟看の内駅

種類 件数 構成比（％〕

学部生 347 46．13

研究生 109 14．49

留学生“ 修士謙程 54 7．18

博士潔程 19 2．53

留学生センター 66 8．78

所属不明 41 5．45

日本人学生 76 10．11

教職員 22 2．93

学外 6 0．80

不明 12 1．60

合計 752 l00

．留学生の相談件数の合計は636件（84．56％）

2）来談状況の分類

　表2は1998年度の来談状況の分類である。一年間で752件の相談（618名）を

受け付けた。来談者の内訳は、表3のとおりである。752件中、留学生からの相談

は636件（84．56％）、日本人学生からの相談は76件（10．11％）、教職員からの

相談は22件（2．93％）、学外からの相談は6件（o，80％）、不明は12件（1．60％）

‡1相談分蟹は、松原遼載・石限利紀「外国人留学生相籔の爽鵬」8カウンセリング研究I（26巻、50－59

貫，1993）、井上孝代・伊薗武彦『留学生相淡の実鵤と喫雷一全国高等籔育ω四の竈査から一」6学生相談

研究’｛19巻，22－32頁，1998）の留学生相鹸室の来淡状況の羽査と同じ項1ヨを便用した．このほかに文化

の同題という項目があるが相籔箏例がないので創愛した．丁チューター」。丁オリェンテーション」・「行事

申し込み」、「留学柏戯」は本学独自の項圓である．
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であった。

①　相談領域

　相談が一番多かった領域は修学の問題（28，73％）である。これには、履修科目

の選ぴ方、履修手続き上の質問、勉強の方法、進路相談が含まれる。次に多かっ

た領域にチューターに関遵する問題（13．56％）がある。相談室では、主に学部留

学生にチューターを紹介している。一年問で約40名の留学生にチューターを紹介

した。大学院所属の留学生には、所属するゼミナールでチューターを紹介しても

らうように指導している。なお、この領域にはチューターに関する相談も持ち込

まれ、一年間で13件のトラプルがあり、チューターや留学生への指導、チュータ

ーの変更を行った。

　次に多かった領域は、経済の問題（11．97％）である。これには、奨学金やアル

パイトなどの相談、奨学金申請のための推薦状執筆の依頼、アルパイト（資格外

活動許可申請）のための副申書記入の依頼が含まれる。

　逆に相談が少なかった領域は日本人学生の留学相談（1，20％）である。相談が

少ない理由として、1）留学生の来談が多く物理的に日本人学生に対応できない、

2）日本人学生への広報不足が考えられる。今後の課題としたい。

②　相談者の内訳

　相談者の46．13％が学部留学生である。学部留学生は日本社会への適応岡題とと

もに、発達的な課題を抱えており、それが、来談者数の違いとなって現れてきた

可能性がある。次に多いのが、研究生（14．49％）と留学生センターの日本語研修

生（8，78％）である。研究生の多くは、大学院に入学することを前提としている。

その意味で研究生の期間は大学院への入学準備期間であり、解決すべき課題も多

いのではないかと推測できる。また，日本語研修生は予備教育課程のため、日本

語の力を養うと共に、専門教育へとスムーズに移行する必要がある。このことが

来談の背景にあるのかも知れない。

　一方で、相談者に占める大学院修士課程及び博士課程の留学生の割合は、9．71

％と少なかった。来談件数は少ないものの、学業や生活の上で、深刻な問題を抱

えている例もある。祖国から呼ぴ寄せている家族の相談もある。今後は、こうし

た大学院留学生への援助サーピスのあり方について、検討する必要がある。

　なお、相談室には留学生、日本人学生の他に、教職員（22件：2．93％）と学外

（6件：o．80％）からの相談もあった。教職員22件については、留学生の問題で

教職員と連携をとったケースが含まれる。具体的には、修学の問題では指導教官

との連携、留学生に健康上の問題（精神疾患の疑いも含む）が認められる場合に
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は保健管理センター医師との連携がある。また、数は少ないが留学生への対応に

関する教職員からの相談もあった。

③　相談の時期

　相談の時期をみると、4月（145件：1g．28％）とlO月（139件：18．48％）に

集中している。この時期は、入学したぱかりの新入留学生からの相談が集中する。

逆に相談件数が少ないのは8月（13件：1．73％）、9月（7件：o，93％）の夏期休

暇中、2月（13件：1．73％）・3月（12件：1．60％）の春期休暇中である。しか

し、この時期は、帰国や進学、卒業の問題に関連した相談が持ち込まれている。

問題が深刻化する前の予防的アプローチの開発が今後の課題である。

　752件のうち62件が新入留学生を対象に実施した呼び出し面接で、そのうち27

件は問題が認められ援助的な関わりを行った。

2．　予防・閾発的活動

1）オリエンテーション・プログラム

　4月及ぴ10月入学の学部生、研究生、交流学生、日本語研修生を対象にオリエ

ンテーション・プログラムを行った。なお、オリエンテーションに欠席した留学

生については、留学生相談室で個別にオリエンテーションを実施した。個別のオ

リエンテーションを受けた留学生は21名である。

2）学内異文化交流睦冊rld匡6sI蟹集

　rBridgesj9号（煽集長：西谷）及ぴ10号（煽集長：横田）を編集した。9号の特

集は『プロフェッショナルを目指して犬学院へ」、ゼミナール特集は経済学部地域

経済ゼミナール（加藤博ゼミナール、谷口音吉ゼミナール、佐藤宏ゼミナール）、10

号の特集はr我々の中国by中国人留学生」・ゼミナール特集は社会学研究科田中

宏ゼミナールであった。

3）学内留学フェア

　日本人留学希望者へのガイダンス及ぴ協定校紹介を目的とした留学フェアを5

月27日（水）に学内において実施し、約100名の日本人学生が参加した。交流協

定校の紹介は交流学生及ぴ帰国留学生が担当した。なお、学外からHEC経営大学

院日本事務局太田垣みどり氏、カリフォルニア大学東京スタディセンター梶晶子

氏を講師として招いた。
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4）留学生日本探肪旅行

　2泊3日の「留学生日本探訪旅行」を企画・実施した。8月に広島（10名参加・

ホームステイ実施・引率者：西谷）、3月には奈良（15名参加・ホームステイ実施

・引率者：横田）、東北（30名参加・引率者：西谷）、京都（30名参加・引率者：水野〕

を実施した。

5）留学生理解のための基礎請座

　留学生を支援している学内の日本人学生や教職員、地域のポランティアを対象

に「留学生理解のための基礎講座」を実施した。その講演録を『一橋大学留学生

センター教育研究シリーズ3　留学生理解のための基礎講座』として刊行した。な

お、講演のテーマ及ぴ講師は以下のとおりである。

嚢4　留学生理解のための墓礎引座の漬国と蘭節一覧

演題 醐師

世界・日本・一橘犬学の留学生 横田雅弘

留学生のカウンセリング 水野治久

私を変えたアジア人留学生との出会い 田中　宏

留学生にポランティアとして日本語を教える 五味政信

6）　r＜にたち地域国際交流会」との協カ

　「くにたち地域国際交流会」が実施している外国人のためのサポート活動（日

本語講座、ホームステイ・プログラム、生活相談等）に協力した。

7）授業

　相談部門にかかわる教官が担当した授業は、以下の通りである（日本語科目は

除く）。

①8本語研修コース
科目名（担当者） コマ敏 対象 授桑内容 一時期・

時間致

圓本の祉会と文化 2コマ樋 日本語研 諫義や体饒学習、見学など 4月コース
～異文化発見ゼミナール～ 修生 を通して日本社会の理屠を lO月コース

（慣田・水馴 深め、あわせて日本文化へ 各64時間
の適応スキルを習得する．
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②教■教育科8
科目名（担当者〕 コマ歓 対象 授業内容 時期・

時間数

外国人留学生杜会科学ゼ 1コマ胴 学部1・ 日本人治に関するテキストを醐読 夏学期

ミナール1（水野） 2年の留 し、日本人・日本杜会について考 30時間

学生 え、あわせてレジュメ作成や口頭

発表のスキルを習得する．

外国人留学生祉会科学ゼ 1コマ個 学螂1・ 異文化凄触場面の調査体唆を通じ 冬学期

ミナール11（水野） 2隼の留 て、データのまとめ方、発表の方 30時間

学生 法等を学習する．

③学部教育科目

科目名（担当者） コマ数 対象 授業内容 時期・

時間致

比峻文化径瞼曽1 1コマ！ 主に学 『差別と偏見」と『異文化コミュニケ 夏学期
（検田） 週 部生 一ション」のテキストをグループKJ 開繕

法を用いてまとめ、発表する． 30時間

比籔文化径瞼酋11 1コマ1 主に学 自分にとって異文化である対象と接触 冬学期
（愉国） 週 部生 し、その体験を異文化理解ワークショ 開請

ップに組み立てて実施する． 30時間

（水野治久）
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